
今月の表紙　スケート記録会　～レクレーションの氷上綱引きでも熱戦～

温故知新

自動車学校の指導員を45年

一条通　竹内 武二 さん

４月12日は北海道知事、道議会議員選挙の投票日です

まちの話題　手づくりの灯りが街を彩る　第４回つべつアイスキャンドル点灯まつり開催　

２年連続交通死亡事故ゼロを達成　美幌警察署長が関係団体へ感謝状

職員給与のあらまし



４月12日は、北海道知事、 道議会議員選挙の投票日です
が
３
月
27
日
か
ら
４
月
11
日
ま
で
、
道

議
選
挙
が
４
月
４
日
か
ら
４
月
11
日
ま

で
の
毎
日
で
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も
、

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で

す
。
投
票
を
す
る
場
合
は
、
入
場
券
を

持
っ
て
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
議
会
議

事
堂
１
階
の
町
民
懇
談
室
）
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

長
期
間
の
出
張
な
ど
で
町
外
に
在
住

し
て
い
る
場
合
は
、
告
示
前
で
も
不
在

者
投
票
の
請
求
（
投
票
用
紙
の
取
り
寄

せ
）
が
で
き
ま
す
。
こ
の
請
求
の
後
、

告
示
の
翌
日
以
降
に
滞
在
先
の
最
寄
り

の
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者

投
票
が
行
え
ま
す
。
な
お
、
不
在
者
投
票

用
紙
の
交
付
な
ど
は
す
べ
て
郵
便
で
の

や
り
取
り
と
な
り
、
日
数
を
要
し
ま
す
の

で
、
早
め
に
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
不
在
者
投
票
指
定
病
院
や
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
・
入
所
し
て
い

る
場
合
も
、
そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
の
で
、
早
め
に
施
設
長

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
１
月
３
日
以
降
に
道
内
の

他
市
町
村
か
ら
津
別
町
に
転
入
し
住
民

登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
居
住
さ
れ
て
い

る
方
は
、
次
の
方
法
の
い
ず
れ
か
に
よ

り
、
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
際
、
津
別
町
に
引
き
続
き
住
ん
で
い

る
こ
と
を
証
明
す
る
『
居
住
証
明
書
』

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
津
別
町
役
場
の

住
民
窓
口
で
発
行
（
無
料
）
し
て
い
ま

す
。

q
転
入
前
の
市
町
村
で
投
票

転
入
前
の
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

に
『
居
住
証
明
書
』
を
持
参
し
、
そ

こ
で
投
票
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

w
転
入
後
の
津
別
町
で
投
票

『
居
住
証
明
書
』
を
添
え
て
、
転
入

前
の
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
へ
投

票
用
紙
の
請
求
を
し
、
郵
送
さ
れ
て

き
た
投
票
用
紙
（
絶
対
開
封
し
な
い

で
く
だ
さ
い
）
を
津
別
町
選
挙
管
理

委
員
会
に
持
参
し
、
投
票
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
請
求
か
ら
投
票
ま
で
日

数
を
要
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
請
求

を
し
て
く
だ
さ
い
。

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
に

投
票
所
へ
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
方
で

次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
自
宅
で
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
は
町
選
挙
管
理
管
理
委
員
会
に

そ
の
旨
を
請
求
し
、
郵
送
に
よ
っ
て
投

票
用
紙
の
交
付
を
受
け
、
記
載
し
た
投

票
用
紙
を
返
送
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
投
票
ま
で
日
数
を
要
し
ま
す
の

で
、
早
め
に
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

q
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、

・
両
下
肢
な
ど
の
障
害
で
、
１
級
ま

た
は
２
級
の
人
　

・
内
臓
機
能
障
害
で
、１
級
ま
た
は
３
級

の
人

・
免
疫
障
害
で
、
１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
人

w
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、

・
両
下
肢
な
ど
の
障
害
で
、
特
別
項

症
か
ら
第
２
項
症
ま
で
の
人

・
内
臓
機
能
の
障
害
で
、
特
別
項
症

か
ら
第
３
項
症
ま
で
の
人

e
介
護
保
険
の
要
介
護
状
態
区
分
が
、

要
介
護
５
の
人
　
　

開
票
は
12
日
で
、
午
後
８
時
か
ら
中

央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。
参
観
は
自
由

で
す
。
会
場
で
参
観
人
名
簿
に
記
入
し
、

静
か
に
参
観
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。今

回
の
投
票
は
、
町
内
の
７
カ
所
で

行
わ
れ
ま
す
。
あ
な
た
が
投
票
す
る
場

所
は
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
確
認
の
上
、
決
め
ら
れ
た
場
所
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

今
回
の
選
挙
で
、
津
別
町
で
投
票
で

き
る
の
は
、
次
の
２
つ
の
要
件
を
満
た

す
方
で
す
。

q
平
成
27
年
１
月
２
日
ま
で
に
津
別
町

に
住
民
登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
町
内

に
居
住
し
て
い
る
方

w
平
成
７
年
４
月
13
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方

な
お
、
平
成
27
年
１
月
３
日
以
降
に
、

道
内
の
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
こ

ら
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
後
に
説
明
し

ま
す
。

投
票
が
で
き
る
方
に
は
、お
手
元
に
、

投
票
所
へ
の
入
場
券
が
郵
送
さ
れ
ま

す
。
投
票
の
際
は
、
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
入
場
券
が
届
か
な
か

っ
た
り
、
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
る
と

き
は
、
す
ぐ
に
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

投
票
所
で
は
、
受
付
を
し
て
か
ら
最

初
に
北
海
道
知
事
の
投
票
を
行
い
ま

す
。
q
入
場
券
を
持
っ
た
ま
ま
w
桃

色
紙
に
黒
色
イ
ン
ク
刷
り
の
投
票
用
紙

を
受
け
取
っ
て
e
指
定
さ
れ
た
場
所

で
、
候
補
者
名
を
記
入
し
r
知
事
選
挙

用
の
投
票
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
投

票
箱
に
は
、
知
事
選
挙
用
、
道
議
選
挙

用
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
間
違
え
な

い
よ
う
に
、
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

知
事
の
投
票
が
済
ん
だ
ら
、
今
度
は

道
議
会
議
員
の
投
票
で
す
。
受
付
で

q
入
場
券
を
渡
し
w
薄
い
黄
色
紙
に

黒
色
イ
ン
ク
刷
り
の
投
票
用
紙
を
受
け

取
っ
て
e
指
定
さ
れ
た
場
所
で
、
候

補
者
名
を
記
入
し
r
道
議
選
挙
用
の

投
票
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
は
、
投
票
日
の
当
日
に
、

仕
事
や
旅
行
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で

投
票
で
き
な
い
人
が
、
事
前
に
投
票
を

済
ま
せ
て
お
く
制
度
で
す
。
手
続
き
も

簡
単
で
す
の
で
、棄
権
し
な
い
よ
う
、
ぜ

ひ
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
の
期
間
は
、
知
事
選
挙

入場・受付 候補者名を書く 投　　票 投　　票候補者名を書く投票用紙交付入場券を渡す
受付で入場券を提示する

投票用紙交付
知事選挙(桃色)の投票用
紙をもらう

入場券は持ったまま 入場券は持ったまま

道議選挙(薄い黄色)の
投票用紙をもらう

投

票

の

順

序

最 初 に 北 海 道 知 事 選 挙 の 投 票 を し ま す 次 に 道 議 会 議 員 選 挙 の 投 票 を し て 下 さ い

入
場
券
を
忘
れ
ず
に

ま
ず
、知
事
の
投
票
か
ら

次
に
、
道
議
の
投
票
で
す

期
日
前
投
票
は

４
月
11
日
ま
で
実
施

長
期
出
張
者
・
入
院
者

の
方
は
不
在
者
投
票
を

重
度
障
害
の
方
は

自
宅
で
投
票
で
き
ま
す

開
票
は
即
日

投
票
は
入
場
券
に

記
載
さ
れ
た
投
票
所
で

投 票 日 ４月12日（日）

投票時間 午前７時から午後６時まで

期日前投票の場合は
期間　知事が３月27日から４月11日まで

道議は４月４日から４月11日まで

時間 午前８時30分から午後８時まで

平
成
27
年
１
月
３
日
以
降

の
転
入
者
の
投
票
方
法

４
月
12
日
は
、
北
海
道
知
事
、
北
海
道
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
の
願
い
を
道
政
に
反
映
さ
せ
る
大
切
な
選
挙
で
す
。

棄
権
せ
ず
に
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
！

→ → → → → → →
選挙に関するお問い合わせは、津別町選挙管理委員会まで

議会議事堂１階・町民懇談室 †76－2155（内線286・333）

投
票
の
で
き
る
人

第２投票所を
「さんさん館」に変更
第２投票所として使用していた津別保

育所が、認定こども園の開園に伴い、本

年３月31日をもって閉所されることから、

第２投票区の投票所を「さんさん館（津

別町多目的活動センター）」に変更します。

入場券にも変更して記載しますが、間

違えないように注意してください。



役場職員の給与は、その職務に応じた給料と諸手当からなっており、国家公務員やほかの地方公共団体など

の給与との均衡などに考慮した上で決められており、町議会で議決された条例に基づき支給されています。

町ではその職員の給与などの状況について、町民の皆さんに対して、

毎年、そのあらましを公表しています。

表１　人件費の状況　　　　　　 （地方財政状況調べ：普通会計）

※特別職に支給される給料、報酬などを含む。

表３ 職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

表４ 職員の平均給料月額と平均年齢の状況　　

表２　職員給与費の状況（一般会計当初予算） （特別職を除く）

※職員手当は、退職手当、期末・勤勉手当を除いた諸手当の総額です。

※給与費は当初予算に計上した額で、教育長を含んでいます。

給与実態調査（平成26年4月1日現在）

給与実態調査（平成26年4月1日現在）

※ － 表示は該当者なし。

給与費とは人件費の中の職員給与

と諸手当の合計です。

この給与費の平成26年度の一般会

計における予算状況は、合計で6億

1,191万6千円。内訳は表２のとおり

となっています。

平成25年度決算の人件費は、町の

歳出総額の14.7％を占めています。

人件費とは、職員や特別職（町長、

副町長、議員、各種委員など）に支

給される給料や報酬のほか、使用者

が負担する健康保険や退職手当とい

った共済費なども含まれます。

町長、副町長、教育長、議会議員

の給料月額等と期末手当の支給割合

は、表５のとおりです。

給　 与　 費

特別職の給与・報酬等

5,124万7千円 1億3,375万6千円3億6,905万8千円 5億5,406万1千円

区 分
給　　　　　与　　　　　費職員数

給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B)

１人当たり

給与費

（B／A）
(A)

578万円
平　成
25年度 96人

5,487万円 1億4,843万2千円4億861万4千円 6億1,191万6千円 600万円
平　成
26年度 102人

区　分 歳出総額（A） 人件費（B） 人件比率（B／A）

平成25年度 62億6,848万円 9億2,301万円 14.7％

区　　　　分
経　　験　　年　　数

５年以上10年未満

一般行政職
大学卒

高校卒

技能労務職 高校卒

231,580円 280,600円

－

10年以上15年未満 15年以上20年未満 20年以上25年未満

178,500円

－－

315,700円 362,800円

295,500円

284,900円 －

304,200円

321,000円 344,600円

一 般 行 政 職

平均給料月額 平均年齢

技 能 労 務 職

43.0歳

区 分

津 別 町 50.2歳

平均年齢平均給料月額

常任委員長

町　　長

副 町 長

教 育 長

議　　長

副 議 長

議　　員

給
　
　
　
料

報
　
　
　
酬

区　　分 給料月額等 期末手当

710,000円

600,000円

535,000円

278,000円

222,000円

199,000円

183,000円

6月期

1.95月分

12月期

2.0月分

計

3.95月分

表５　特別職の給料・報酬の状況　
（平成26年４月１日現在）

公表します

人　件　費

ラスパイレス指数とは、一般行政職の給与水準を比較するために用いら

れる指数です。地方公共団体の一般行政職員の学歴別・経験年数別の構成

など国と同一と仮定し、国の平均給与額を100として算出しています。

津別町の推移については、表６のとおりです。なお、平成24年、平成25

年については、国家公務員の給与減額支給措置のため、高くなっています。

ラスパイレス指数
表６ ラスパイレス指数（平成26年4月1日現在）

97.0

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

※カッコ内は、国家公務員の給与減額支給措置がない
ものとした場合の指数です。

96.4 97.0
106.8
(98.6)

106.4
(98.2)

職員給与のあらまし

表９　部門別職員数の状況
（定員管理調査　各年4月1日：人）

表10 級別職員数の状況（教育長を除く） （平成26年4月1日現在）

総務省から提供された共通様式による情報を、町のホームページで公開しています。

４月中に更新予定ですので、どうぞご覧ください。

津別町ホームページ http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/

問い合わせ先 総務課庶務担当 †76－2151（内線208、209）

一
　
般
　
行
　
政
　
部
　
門

特
別
行

政
部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

議　　会

総務企画

税　　務

民　　生

衛　　生

農林水産

商　　工

土　　木

小　　計

教　　育

水　　道

下 水 道

そ の 他

小　　計

合　　　　計

区　　　分

部　　　門

職　員　数 対前年増減数

26年 25年 24年

2 2 2 0 ０　 0

31 28 28 ＋3 0 －4     

5     5      5        ０ ０ ０

3         3    3   0     0         0

1    1      1    0    0 0

6 21 21 -15 0 0

3       4      4  －1  0 +2

14 14 14 0        0   －1

7   7     6  0 ＋1   －1      

15 14 15  +1 －1 －3

10 8 9     +2   －1 0    

10 25 25 -15      0 0

86 79 82 ＋7 -3 －7

110  118 121 －8     －3 －8

26年 25年 24年

13 11 13 ＋2    －2     －1 

標 準 的 な

業 務 内 容

職　　員　　数

構　　成　　比
平　成
25年度

区　　　 分 １　　　　級

主　事・技　師
保健師・公務補
技　手・介護員
栄養士・看護師
調理員

17人
14.5％
19人
17.4％

２　　　　級

3人
2.6％
3人
2.8％

３　　　　級

主　任・主任技手
主 任 介 護 員
主 任 調 理 員
主 任 公 務 補

27人
23.1％
25人
22.9％

50人
42.7％
45人
41.3％

５　級

課　長

主　幹

10人
8.5％
11人
10.1％

６　級

課 長

10人
8.5％
6人
5.5％

計

117人
100%
109人
100%

４　　　　級

職　　員　　数
構　　成　　比

平　成
26年度

主　事・技　師
保健師・公務補
技　手・介護員
栄養士・看護師
調理員

主　査
主 任 技 手
主 任 介 護 員
主 任 調 理 員
主 任 公 務 補

表７　主な職員手当の内容

q扶養手当 （平成26年４月１日現在）

配偶者がない場合

扶養親族でない配偶者を有する場合

配 偶 者 第 1 子

13,000円 6,500円 6,500円

｜ 11,000円 6,500円

｜ 6,500円

第 2 子世　帯　の　形　態

w住居手当

◆借家等の場合（家賃が12,000円を超えるものに限る）

家賃の額に応じて、27,000円を限度に支給する。

◆自宅の場合　　　　 2,500円 (新築、購入後５年間に限り1,500円加算)

他の助成制度を受けている場合は1,900円

扶養親族である配偶者を有する場合

6,500円

※満15歳から22歳の子については、5,000円を加算する。

職員手当には、期末・勤勉

手当、扶養手当、住居手当、

通勤手当など、いろいろな種

類があります。そのうち一

番大きいものが、民間の賞

与に当たる期末・勤勉手当

です。町の職員の場合は、

あらゆる手当の支給割合又

は額が条例で定められてい

ます。

主な職員手当の内容は表

７のとおりです。表７以外

にも通勤手当、特殊勤務手

当、管理職手当、寒冷地手

当などが支給されています。

平成26年４月１日現在の

職員数は、110人です（教育

長を含む）。これらの職員の

部門別配置は表９、また職

務、職階を表す級別の状況

は表10のとおりです。

なお、表9、表10の職員数

とは、地方公務員の身分を

持っている職員の人数です。

身分を持つ休職者や派遣職

員などは含まれますが、臨

時職員や非常勤職員は除か

れます。

職 員 手 当

職員数の状況

e期末・勤勉手当の年間支給割合
（平成26年4月1日現在）

12月

６月

計

1.25カ月分

1.35カ月分

2.6カ月分

0.70カ月分

0.65カ月分

1.35カ月分

区　分 期　末 勤　勉 職務加算

有

津　別　町　と　同　じ

津
　
別
　
町

国

※職務加算（５～15％、国は5～20％）

区　　分

大 学 卒

級・号俸

短 大 卒

高 校 卒

決定初任給

一
般
行
政
職

１級25号俸

１級15号俸

１級５号俸

174,200円

154,800円

142,100円

表８　初任給の状況
（試験採用：平成26年4月1日現在）



構
想
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
で
地
域
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
資
源
循
環

型
・
低
炭
素
社
会
の
構
築
が
図
ら
れ
る
と
と

も
に
、
林
業
の
活
性
化
や
新
た
な
雇
用
創
出

な
ど
に
よ
る
地
域
振
興
も
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
報
告
会
参
加
者
を
対
象
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で
は
、
95
％
の

方
か
ら
構
想
の
取
組
を
進
め
る
べ
き
と
の
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
も
町
民

が
安
心
し
て
住
め
る
「
エ
コ
タ
ウ
ン
つ
べ
つ
」

を
目
指
し
、
地
域
で
連
携
し
な
が
ら
取
組
を

進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

画
が
実
現
す
れ
ば
官
民
連
携
し
た
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
の
取
組
と
な
り
、
全
国
的

に
も
事
例
の
な
い
取
組
に
な
り
ま
す
。

熱
の
供
給
を
行
う
た
め
に
は
津
別
単
板
協

同
組
合
の
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ

ー
を
中
心
に
二
つ
の
供
給
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

q
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら

認
定
こ
ど
も
園
、
特
養
施
設
、
農
業
用
ハ

ウ
ス
な
ど
へ
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
シ

ス
テ
ム
。

w
燃
料
と
な
る
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
供

給
シ
ス
テ
ム
で
森
林
整
備
事
業
で
発
生
す

る
林
地
未
利
用
材
（
木
材
と
し
て
活
用
で

き
な
い
部
分
の
材
）
の
安
定
供
給
に
向
け

た
体
制
整
備
。

こ
の
二
つ
の
供
給
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
地
域
の
各

関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

報
告
会
は
次
の
内
容
で
開
催
し
ま
し
た
。

q
活
動
報
告：

津
別
町
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
熱
　

電
利
用
構
想
の
取
組
に
つ
い
て
（
津
別
町

役
場
産
業
振
興
課
　
参
事
　
小
南
雅
誉
）

w
基
調
講
演：

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

に
よ
る
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
（
一
般
社

団
法
人
北
海
道
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
振

興
機
構
　
理
事
長
　
鈴
木
亨
氏
）

e
基
調
講
演：

津
別
町
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
農
業
利
用
の
可
能
性
と
課

題
（
株
式
会
社
ア
ジ
ア
地
域
連
携
研
究
所
　

代
表
取
締
役
研
究
所
長
　
飯
澤
理
一
郎
氏
）

津
別
町
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
熱
電
利
用
構
想

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
木
質
系

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
活
用
し
た
資
源
循
環
型

に
よ
る
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
、

新
た
な
地
域
産
業
の
振
興
を
目
指
す
構
想
で

す
。再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、
太
陽
光
や

風
力
、
水
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
（
家
畜
ふ
ん
尿

に
よ
る
発
酵
ガ
ス
や
木
材
資
源
等
）
な
ど
、

使
っ
て
も
資
源
が
減
る
こ
と
が
な
く
、
時
間

を
お
け
ば
元
通
り
に
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
、

発
電
時
や
熱
利
用
時
に
二
酸
化
炭
素
を
ほ
と

ん
ど
排
出
し
な
い
優
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。

津
別
単
板
協
同
組
合
で
は
、
平
成
19
年
に

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
を
整
備

し
ま
し
た
。

こ
の
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

に
は
、
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
（
コ

ー
ジ
ェ
ネ
）
が
整
備
さ
れ
、
合
板
を
製
造
す

る
過
程
で
発
生
す
る
木
く
ず
を
燃
料
に
し
て

蒸
気
を
発
生
さ
せ
、
工
場
で
使
用
す
る
熱
と

電
気
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
木
く
ず
と
し
て
廃
棄
し
て
い

た
も
の
を
資
源
（
燃
料
）
に
変
え
る
と
い
う
発

想
の
転
換
に
よ
り
、
原
油
換
算
で
年
間
約
２

万
４
千
s
（
一
般
家
庭
１
万
６
千
戸
相
当
）

の
削
減
を
行
い
、
新
エ
ネ
大
賞
・
経
済
産
業

大
臣
賞
な
ど
の
多
く
の
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。構

想
に
は
津
別
単
板
協
同
組
合
の
木
質
系

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
余
剰
熱
を
活
用

し
、
認
定
こ
ど
も
園
、
特
養
施
設
、
農
業
用

ハ
ウ
ス
へ
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
温
水
）
を
供
給

す
る
計
画
が
あ
り
、
平
成
26
年
度
か
ら
具
体

的
な
調
査
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
こ
の
計

津
別
町
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
熱
電
利
用
構
想
報
告
会
開
催

丸
玉
産
業
株
式
会
社
（
津
別
単
板
協

同
組
合
）
の
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
活

用
の
取
組

報
告
会
の
内
容

問い合わせ先　産業振興課　再生可能エネルギー推進グループ　†76－2151（内線262）

津
別
町
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
熱
電
構
想
の

具
体
的
な
取
組
内
容

津
別
町
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
熱
電
構

想
と
は
？

報告会の開催状況

津別単板協同組合が整備した木質バイオマス
ボイラーと発電施設

再生可能エネルギーの種類

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
循
環
イ
メ
ー
ジ

▼

平
成
27
年
２
月
９
日
に
津
別
町
林
業
研
修
会
館
集
会
室
で
、
町
民
な
ど
85
名
の
参
加
を
得
て

「
津
別
町
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
熱
電
利
用
構
想
報
告
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
今
月
号
か
ら
２
回
に
わ
た
り
報
告
し
ま
す
。

今
月
号
で
は
津
別
町
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
熱
電
利
用
構
想
の
取
組
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

エ
コ
タ
ウ
ン
津
別
を
目
指
し
て

62％…ぜひ進めるべき

33％…どちらかといえば

進めても良い

０％…どちらかといえ進

めるべきではない

１％…進めるべきではない

２％…分からない

２％…その他

山から林地未利用材を運搬している状況



１
月
26
日
、
活
汲
小
学
校
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
と
R
E
C
つ
べ
つ
の
メ
ン
バ
ー
が
役
場

を
訪
れ
、
佐
藤
町
長
ら
に
第
29
回
全
道
リ
コ
ー
ダ

ー
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
け
る
入
賞
と
、
全
国
大
会
へ

の
出
場
決
定
を
報
告
し
ま
し
た
。

活
汲
小
は
小
学
校
４
重
奏
部
門
で
金
賞
を
受
賞
、

一
般
合
奏
部
門
に
出
場
し
た
町
内
の
リ
コ
ー
ダ
ー

愛
好
サ
ー
ク
ル
・
R
E
C
つ
べ
つ
も
見
事
に
金

賞
と
研
究
会
会
長
賞
を
受
賞
し
、
そ
の
レ
ベ
ル

の
高
さ
を
示
し
ま
し
た
。

両
グ
ル
ー

プ
は
、
３
月

下
旬
に
東
京

で
開
催
さ
れ

る
第
36
回
全

日
本
リ
コ
ー

ダ
ー
コ
ン
テ

ス
ト
に
向
け

て
、
更
な
る

向
上
と
大
会

で
の
健
闘
を

誓
っ
て
い
ま

し
た
。

津
別
高
校
を
こ
の
春
卒
業
す
る
３
年
生
を
対
象

に
、
１
月
30
日
、
美
幌
消
費
者
協
会
会
長
の
白
石
さ

よ
さ
ん
に
よ
る
消
費
生
活
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

白
石
さ
ん
は
「
社
会
経
験
が
少
な
い
若
者
に
は
、

い
ろ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
が
待
ち
構
え
、
被
害
が
急
増
し

て
い
る
。
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
知
恵
や
対
処
法

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
、
q
契
約
の
原
則

w
携
帯
電
話
の
出
会
い
系
サ
イ
ト
e
ア
ダ
ル
ト
サ

イ
ト
の
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
r
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

販
t
携
帯
電
話
の
名
義
貸
し
y
ニ
セ
サ
イ
ト
な
ど
、

近
年
の
事
例
や
会
長
本
人
の
体
験
事
例
を
交
え
そ
れ

ぞ
れ
の
対
処
法
を
生
徒
に
ア
ド
バ
イ
ス
。「
被
害
に

あ
っ
た
時
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
警
察
や
消
費
者
協
会

に
相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

津
別
町
有
機
農
業
推
進
協
議
会

（
山
田
照
夫
会
長
）
か
ら
教
育
委
員
会

に
、
有
機
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
フ
ラ
イ
ド

ポ
テ
ト
24
o
が
寄
贈
さ
れ
、
２
月
10

日
、
教
育
長
室
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

同
協
議
会
が
試
験
的
に
栽
培
し
た

有
機
ジ
ャ
ガ
イ
モ
（
さ
や
あ
か
ね
）

を
使
っ
た
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
で
、
給

食
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
津
別
の

有
機
農
業
へ
の
取
り
組
み
知
っ
て
も

ら
い
た
い
、
と
の
思
い
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
も
の
で
す
。

津
別
町
産
の
安
心
食
材
を
子
ど
も
た
ち
に

学
校
給
食
用
に
有
機
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
を
寄
贈

活
汲
小
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
＆
R
E
C

そ
ろ
っ
て
全
国
大
会
出
場
へ

美
幌
警
察
署
管
内
（
美
幌
町
、
津
別
町
）
で
、

２
年
連
続
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
達
成
し
た
こ

と
を
受
け
、
江
川
清
人
美
幌
警
察
署
長
か
ら
町

内
の
関
係
８
団
体
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

２
月
５
日
、
町
長
室
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
に

は
、
津
別
町
交
通
安
全
推
進
委
員
会
、
津
別
町

交
通
安
全
協
会
、
津
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
な

ど
６
団
体
の
代
表
が
出
席
。
江
川
署
長
が
一
人

ひ
と
り
に
感
謝
状
を
贈
り
、
日
ご
ろ
の
活
動
に

対
す
る
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

津
別
町
で
は
町
内
で
の
事
故
死
ゼ
ロ
が
平
成

22
年
３
月
21
日
か
ら
、
町
民
に
よ
る
事
故
死
ゼ

ロ
が
平
成
18
年
９
月
23
日
か
ら
続
い
て
お
り
、

更
な
る
継
続
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

美
幌
消
費
者
協
会
の
白
石
会
長
を
招
き

津
別
高
校
で
消
費
生
活
講
話

２
月
７
日
、
さ
ん
さ
ん
館
を
会
場
に
、
冬
の

恒
例
イ
ベ
ン
ト
『
第
４
回
つ
べ
つ
ア
イ
ス
キ
ャ

ン
ド
ル
点
灯
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
手
づ
く
り
の
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
が
灯

る
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中
、
訪
れ
た
人
た
ち
は

屋
台
と
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
で
販
売
さ
れ
た
温
か

い
食
べ
物
や
ド
リ
ン
ク
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、
遠
軽
町
の
社
会
福
祉
法
人
北
光
福
祉
会
・

向
陽
園
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
「
ハ
モ
ロ
」

に
よ
る
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
の
演
奏
や
、
旧
女
満

別
町
出
身
の
歌
手
ア
キ
オ
カ
・
マ
サ
コ
さ
ん
の

ギ
タ
ー
弾
き
語
り
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
は
多

く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

津
別
町
が
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
の
「
２
０
１
５
年
北
海
道

１
７
９
市
町
村
応
援
大
使
」
事
業
の

対
象
に
選
ば
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

町
長
と
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
応
援
大
使
津

別
実
行
委
員
会
（
津
別
O．

N
隊
）

の
大
東
勲
会
長
が
、
球
団
の
春
季
キ

ャ
ン
プ
を
激
励
に
訪
れ
ま
し
た
。

２
月
７
日
、
一
軍
の
キ
ャ
ン
プ

地
・
沖
縄
県
名
護
市
営
球
場
で
、
津

別
町
応
援
大
使
の
中
田
翔
・
大
嶋
匠

両
選
手
に
、
町
と
町
農
業
協
同
組
合

に
よ
る
、
つ
べ
つ
和
牛
20
キ
ロ
と
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
牛
乳
60
本
を
贈
呈
。

目
録
パ
ネ
ル
を
手
渡
さ
れ
た
中
田

選
手
は
、「
い
ろ
い
ろ
な
形
で
津
別
町

を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」、
大
嶋
選
手
は
「
一

軍
で
結
果
を
出
し
て
津
別
に
伺
い
た

い
」
と
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

２
年
連
続
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
達
成

美
幌
警
察
署
長
が
関
係
団
体
へ
感
謝
状

手
づ
く
り
の
灯
り
が
街
を
彩
る

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯
ま
つ
り
開
催

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
応
援
大
使
を
激
励

町
長
ら
が
キ
ャ
ン
プ
地
訪
問

※
写
真
提
供：
（株）
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ



所
得
税
の
申
告
と
納
税
の
期
限
が
３

月
16
日
（
月
）
、
消
費
税
（
個
人
事
業

者
）
の
申
告
と
納
税
の
期
限
が
３
月
31

日
（
火
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
所
得
税
の
確
定
申
告
は
期
限

近
く
に
な
る
と
混
雑
し
、
長
時
間
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
税
を
口
座
か
ら
引
き
落
と

す
振
替
納
税
を
利
用
す
る
と
、
所
得
税

は
４
月
20
日
（
月
）
、
消
費
税
は
４
月

23
日
（
木
）
に
引
き
落
と
し
に
な
り
ま

す
。新

規
で
振
替
納
税
を
利
用
し
た
い
方

は
、
役
場
税
務
収
納
グ
ル
ー
プ
y
番
窓

口
で
、
口
座
振
替
依
頼
書
を
ご
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

町
税
を
未
納
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く

と
、
本
税
の
他
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。
未
納
の
税
金
が
な
い
か
お
確
か
め

の
上
、
未
納
分
は
早
急
に
納
付
願
い
ま

す
。
ま
た
、
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

放
置
せ
ず
収
納
担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

昭
和
40
年
か
ら
平
成
22
年
ま
で
、

45
年
間
に
わ
た
り
北
見
自
動
車
学
校

の
教
習
指
導
員
を
務
め
た
竹
内
武
二

さ
ん
。
結
婚
後
、
奥
さ
ん
の
実
家
が

あ
る
津
別
に
転
居
し
た
昭
和
43
年
か

ら
は
、
車
で
北
見
ま
で
通
い
ま
し
た
。

「
毎
朝
８
時
に
家
を
出
て
、
帰
り
は
夜

９
時
近
く
。
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
無
事
に
定
年
ま
で
勤
め
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
、
振

り
返
り
ま
す
。

旧
上
湧
別
町
（
現
湧
別
町
）
出
身

の
竹
内
さ
ん
は
、
専
門
学
校
を
卒
業

後
に
自
動
車
整
備
会
社
を
経
て
、
教

習
指
導
員
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

指
導
員
の
仕
事
は
免
許
の
種
類
ご
と

に
異
な
る
資
格
が
必
要
と
さ
れ
る
た

め
、
自
動
車
学
校
就
職
後
も
常
に
勉

強
の
日
々
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

指
導
員
と
し
て
経
験
を
積
ん
だ
後

は
、
技
能
検
定
員
や
初
心
者
講
習
な

ど
、
よ
り
幅
広
い
分
野
で
交
通
行
政

に
貢
献
し
ま
し
た
。「
教
習
生
に
は
若

い
人
か
ら
高
齢
者
講
習
を
受
け
る
年

輩
者
ま
で
、
様
々
な
年
齢
や
立
場
の

人
が
い
る
の
で
対
応
に
神
経
を
使
い

ま
す
。
中
に
は
思
い
が
け
な
い
運
転

を
す
る
人
も
い
て
常
に
気
が
抜
け
ま

せ
ん
で
し
た
」。

定
年
退
職
後
は
、
趣
味
と
健
康
維

持
を
兼
ね
て
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
や
卓
球

を
始
め
た
竹
内
さ
ん
。「
職
場
が
北
見

だ
っ
た
た
め
、
津
別
で
は
人
付
き
合

い
の
機
会
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
な
ど
を
通
じ

て
友
人
も
増
え
ま
し
た
。
シ
ー
ズ
ン

中
は
雨
の
日
を
除
い
て
ほ
ぼ
毎
日
コ

ー
ス
を
回
っ
て
い
ま
す
。
広
々
と
し

た
芝
の
上
を
歩
く
の
は
気
持
ち
が
い

い
で
す
よ
」
と
笑
顔
で
そ
の
魅
力
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
22
年
か
ら
は
、
仕
事

の
経
験
を
生
か
し
て
津
別
町
交
通
指

導
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
毎

月
２
回
、
街
頭
指
導
を
行
う
ほ
か
、

春
と
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間

中
に
も
交
通
指
導
を
行
う
な
ど
、
町

民
の
交
通
安
全
の
た
め
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

たけうち　たけじさん／昭和17年９月、旧上湧別町生まれ／72歳／一条通
在住

さ
ん

自
動
車
学
校
の

指
導
員
を
45
年

竹
内
　
武
二
　

【443】

問い合わせ先 †76－2151 税務担当（220・221）
収納担当（218）

東
岡
の
今
井
牧
場
で
働
く
塚
田
朱
香

さ
ん
は
、
栃
木
県
益
子
町
の
出
身
。
毎

日
早
朝
か
ら
牛
舎
の
清
掃
や
給
餌
、
搾

乳
な
ど
、
乳
牛
の
世
話
に
奮
闘
し
て
い

ま
す
。

塚
田
さ
ん
が
酪
農
に
興
味
を
持
っ
た

の
は
、
地
元
農
業
高
校
の
実
習
で
乳
牛

の
共
進
会
出
品
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
し
た
。
共
進
会
で
高
評
価
を

得
た
こ
と
か
ら
本
格
的
に
酪
農
の
勉
強

を
し
よ
う
と
考
え
、
高
校
卒
業
後
は
帯

広
畜
産
大
学
の
別
科
（
２
年
制
）
に
進

み
、
畜
産
の
基
礎
知
識
を
学
び
ま
す
。

大
学
在
学
中
に
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
と
し

て
訪
れ
た
の
が
縁
で
、
卒
業
後
は
津
別

の
牧
場
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
本
当
は
早
起
き
が
苦
手
な
の
で
、
早

朝
の
作
業
は
辛
い
で
す
（
笑
）。
で
も

牛
が
好
き
な
の
で
様
々
な
こ
と
を
勉
強

し
、
将
来
は
大
学
で
取
得
し
た
人
工
授

精
師
や
削
蹄
師
の
資
格
を
生
か
せ
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
」
と
抱
負
を
話
し

て
く
れ
た
塚
田
さ
ん
。
休
日
に
は
『
津

別
町
青
年
活
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
a
n

d
』
の
活
動
に
参
加
し
た
り
、
津
別
ホ

ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
研
究
会
の
手
伝
い

で
乗
馬
に
親
し
む
な
ど
、
積
極
的
に
地

域
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。

早
朝
か
ら
乳
牛
の
世
話
に
奮
闘

塚
田
　
朱
香

さ
ん

つかだ　あやかさん／平成３年12月生まれ／

今井牧場勤務

所
得
税
の
確
定
申
告
、
消

費
税
（
個
人
事
業
者
）
の

確
定
申
告
期
限
が
近
づ
い

て
い
ま
す

町
税
の
未
納
は
あ
り
ま
せ
ん
か

介護保険制度の適切な運営を図るため、町では高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画を策定しています。

町の実情や特性にあったより良い計画にするため、住民の方の意見をいただきたいとの考えから、策定委員の２

名については公募により参加していただいています。

町の高齢者福祉サービスや、高齢者介護に関する問題など介護保険制度について、日頃考えていることがありま

したらぜひご応募ください。

津別町の介護保険・高齢者福祉について
一緒に考えていただける方を募集します
～高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の策定委員を募集～

問い合わせ先・応募場所 保健福祉課　介護福祉グループ　介護保険担当　　†76－2151（内線230）

募　集　職　種 介護保険事業計画・高齢者保健福祉計画策定委員会委員

・介護保険被保険者の代表として参加いただきます。

・委員会については年２回程度を予定。

募　集　人　員 ２名（委員任期は２年） ※応募者多数の場合選考させていただきます

募　集　資　格 津別町に在住し、保健・福祉・医療に関心のある方で、年齢40歳以上70歳未満の方。

応　募　方　法 役場の担当窓口に直接申し込みをしてください。

応　募　期　日 平成27年３月20日（金）まで

募　集　要　項



自
動
車
税
は
、
毎
年
４

月
１
日
現
在
で
運
輸
支
局

に
登
録
さ
れ
て
い
る
自
動

車
を
お
持
ち
の
方
に
納
め

て
い
た
だ
く
道
税
で
す
。

自
動
車
を
廃
車
ま
た
は

売
買
・
譲
渡
に
よ
り
所
有

し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
運
輸
支
局
で
抹
消

ま
た
は
移
転
の
登
録
を
し

て
く
だ
さ
い
。
３
月
31
日

ま
で
に
抹
消
ま
た
は
移
転

の
登
録
が
さ
れ
て
い
な
い

場
合
、
平
成
27
年
度
も
自

動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

[

自
動
車
税
の
課
税
に
つ
い
て]

†
０
１
１-

７
４
６-

１
１
９
０
　

[

自
動
車
取
得
税
の
課
税
に
つ
い
て]

†
０
１
１-

７
４
６-

１
１
９
５

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
で
は
、

12
月
、
３
月
の
各
月
を
「
滞
納
整
理

強
化
月
間
」
と
し
て
道
税
の
滞
納
整

理
を
強
化
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

３
月
は
、
自
動
車
税
、

個
人
事
業
税
及
び
不
動
産

取
得
税
な
ど
の
道
税
全
て

に
つ
い
て
滞
納
整
理
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

給
与
・
預
貯
金
・
動
産
な

ど
の
財
産
差
押
え
を
行
い

ま
す
。
ま
だ
納
税
が
お
済

み
で
な
い
方
は
、
大
至
急

納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
に
つ
い
て
の
ご
相

談
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合

振
興
局
税
務
課
納
税
係
へ

お
願
い
し
ま
す
。
道
税
の

納
税
に
は
、
手
続
き
が
簡
単
で
便
利

な
口
座
振
替
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局

税
務
課
納
税
係

†
０
１
５
２-

41-

０
６
１
６

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
と
オ

ホ
ー
ツ
ク
観
光
連
盟
が
募
集
し
た
、

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
流
氷
川
柳
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
入
選
作
品
が
決
ま
り
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

最
優
秀
賞

守
り
た
い

子
と
見
た
流
氷

孫
ま
で
も

（
栃
木
県

水
口
愛
さ
ん
）

優
秀
賞

水
平
線
　
翌
朝
白
い
　
地
平
線
　
　

（
網
走
市
　
藤
原
佑
輔
さ
ん
）

流
氷
と

輝
く
君
の

白
い
歯
だ

（
遠
軽
町
　
中
原
文
さ
ん
）

他
、
佳
作
８
点

３
月
、
４
月
は
進
学
や
就
職
な

ど
で
転
出
・
転
入
が
多
く
な
る
時

期
で
す
。
住
所
を
移
さ
れ
る
方
は
、

届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

虚
偽
の
届
け
出
防
止
の
た
め
、

す
べ
て
の
届
け
出
に
つ
い
て
届
出

人
の
本
人
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
転
出
届
に
必
要
な
も
の
》

・
役
場
で
転
出
（
転
出
先
の
住
所

が
必
要
で
す
）
の
届
け
出
を
し
、

転
出
証
明
書
（
転
入
先
の
市
町

村
役
場
に
提
出
し
ま
す
）
を
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

・
印
鑑

・
印
鑑
登
録
証
（
転
出
す
る
方
）

・
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
加
入
者
）

・
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
、
介

護
保
険
者
証

な
ど

《
転
入
届
に
必
要
な
も
の
》

・
転
出
証
明
書
（
転
入
前
の
住
所

地
の
市
町
村
役
場
で
発
行
さ
れ

た
も
の
）

・
印
鑑

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
る

方
は
、
転
入
前
の
所
得
が
わ
か

る
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

《
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
の
異
動
》

住
基
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
が
異
動
す
る
場
合
は
、

カ
ー
ド
継
続
利
用
等
か
ら
役
場

担
当
部
署
に
事
前
に
ご
連
絡
下

さ
い
。

届
け
出
先

保
健
福
祉
課
戸
籍
年
金
担
当

†
76-

２
１
５
１

（
内
線
２
２
２
・
２
２
３
）

◎
水
道
の
届
け
出

転
勤
・
就
職
等
異
動
の
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
ま
し
た
。
転
入
・
転
出

や
町
内
転
居
の
際
は
必
ず
水
道
の

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

１
カ
月
以
上
家
を
留
守
に
す
る

場
合
は
、
事
前
に
給
水
停
止
手
続

き
を
し
て
お
く
と
、
留
守
の
間
は

水
道
料
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
先
　
建
設
課
上
下
水
道
担
当

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
５
４)

平
成
27
年
度
の
奨
学
生
を
次
に

よ
り
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
限

４
月
17
日
（
金
）
ま
で

奨
学
金
の
額

▼
高
等
学
校
に
就
学
ま
た
は
在
学

の
方
は
１
カ
月
１
万
円

▼
大
学
・
専
門
学
校
に
就
学
ま
た

は
在
学
の
方
は
１
カ
月
２
万
５

千
円

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
　

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
７
１
）

さしのべる 手のぬくもりを どの子にも

○万引きは犯罪！

○インターネットには

危険がいっぱい！

○断る勇気！

ストップ薬物！

○非行防止は家庭から！

○こんな兆候は要注意！

○子どもの携帯電話には

『フィルタリング』の

設定を！

融雪期の事故防止

雪下ろし　始める前に
自分と周囲の安全確認

３
月
は
道
税
の
滞
納
整
理

強
化
月
間
で
す

娘
が
ス
マ
ホ
で
出
品
・
購
入
が

で
き
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
フ

リ
マ
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
一
カ
月
で
30
万
円
購

入
し
て
い
た
。

親
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
暗
証
番
号
を
入
力
し

支
払
っ
て
い
た
。
何
と
か

な
ら
な
い
も
の
か
。

「
フ
リ
マ
ア
プ
リ
」
は
簡

単
に
商
品
購
入
で
き
る
一

方
で
、
い
つ
の
間
に
か
想

像
以
上
に
高
額
な
買
い
物
に
な
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
所
有
者
の

管
理
が
問
わ
れ
、
運
営
会
社
の
規
定

が
無
け
れ
ば
解
決
は
個
人
間
の
話
し

合
い
に
委
ね
ら
れ
ま
す
。

一
度
決
済
を
し
て
し
ま
う
と

取
り
戻
す
の
は
難
し
い
の
で
、

普
段
か
ら
利
用
方
法
を
決
め
る

な
ど
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
際

は
、
規
約
も
よ
く
読
み
理
解
し

た
う
え
で
慎
重
に
利
用
し
ま
し

ょ
う
。

《
消
費
生
活
の
ご
相
談
は
》

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

72-

０
３
６
６

※
月
〜
金
曜
日

（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

産業振興課
商工観光
グループ

†76－2151
（内線258）

ス
マ
ホ
の
「
ア
プ
リ
」
で
ト
ラ
ブ
ル
! !

ＱA

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ † 76－2151

FAX    76－2976

転
出
・
転
入
さ
れ
る
方
は

届
け
出
が
必
要
で
す

二
年
連
続
事
故
死
ゼ
ロ
に

よ
り
表
彰

住民企画課

住民企画

グループ

町
内
８
団
体
が
感
謝
状
を
受
け
る

２
月
５
日
、
美
幌
警
察
署
よ
り

美
幌
町
・
津
別
町
か
ら
24
団
体
が

感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。
両
町
で

交
通
死
亡
事
故
が
２
年
間
起
き
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

町
内
で
感
謝
状
を
受
け
た
の
は
、

交
通
安
全
推
進
委
員
会
、
交
通
安

全
協
会
、
自
治
会
連
合
会
、
交
通
指

導
員
部
会
、
活
汲
運
転
者
協
会
、

本
岐
運
転
者
協
会
、
建
設
業
協
会
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
８
団
体
で

す
。

運
転
中
吹
雪
に
あ
っ
た
と
き
は

一
方
で
、
２
月
は
毎
週
の
よ
う

に
暴
風
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

運
転
中
の
吹
雪
に
備
え
、
以
下
の

こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

○
車
内
に
防
寒
着
、
ス
コ
ッ
プ
、

牽
引
ロ
ー
プ
な
ど
を
常
備
○
地
吹

雪
で
動
け
な
く
な
っ
た
ら
、
目
立

つ
状
態
で
停
車
○
風
下
側
の
ド
ア

と
排
気
口
を
除
雪
○
雪
に
覆
わ
れ

た
ら
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
（
防
寒
の

毛
布
を
常
備
）
○
風
下
側
の
窓
を

１
b
ほ
ど
開
け
て
換
気
す
る
。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

自
動
車
の
抹
消
・
移
転
の

登
録
は
３
月
31
日
ま
で
に

詳しくはホームページで　 http://sumai-kyufu.jp
問い合わせ先 †0570－064－186（9:00～17:00）

国土交通省

消費税率８％で住宅を購入された方へ

最大30万円が受け取れる「すまい給付金」
津
別
町
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す

◎申請は
・確定申告とは別に　・専用の申請書類にて
・全国の専用の窓口か、郵送にて行います。
◎申請期限は引渡しから１年以内です。

＜オホーツク総合振興局税務課HP＞
http://www.okhotsk.pref.hokkaido.lg.jp/ts/zim/

＜自動車税について(北海道総務部財政局税務課HP)＞
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zim/tax/car01.htm

問い合わせ先

札幌道税事務所自動車税部

†011－746－1190

グリーン化税制は、環境負荷に配慮し

た税率で課税する制度ですが、平成27年

度から次のとおり変更となります。

【主な変更点】

○基準を満たした自動車税の税率を軽減

する割合が変更となります。

平成26年度　25％または50％

平成27年度　50％または75％

（取得の翌年度のみ）

○一定の年数を経過した乗用車・キャン

ピング車などは、自動車税の税率を上

乗せする割合が、10％→15％となります。

詳しくは道税ホームページで

今から20年前の1995年（平成７年）３月20日、

オウム真理教による「地下鉄サリン事件」が発生

しました。

教団の現状

オウム真理教は、現在も麻原彰晃こと松本智津

夫への絶対的帰依を強調する主流派（「Aleph(アレ

フ)」）、松本の影響力がないかのように装う上祐派

（「ひかりの輪」）を中心に活動し、依然として松本

及び同人の説く教義を存立の基盤にしており、無

差別大量殺人行為に及ぶ危険性が認められます。

北海道における動向

北海道においては、全国的にも主流派

（「Aleph(アレフ)」）が極めて多くの信者を擁し、

街頭や書店における声掛けのほか、ソーシャル・

ネットワーキング・サービス（SNS）等を利用し

て青年層を中心に接触を図り、教団名を秘匿しな

がらヨーガ教室に勧誘するなどして新規信者を獲

得しています。

美幌警察署　警備係 †72ー0110（内線462）

地下鉄サリン事件から20年

オ
ホ
ー
ツ
ク
流
氷
川
柳
コ
ン

テ
ス
ト
入
選
作
品
紹
介

～自動車税のお知らせ～

グリーン化税制が変わりました

道税　グリーン化税制 検　索



（保険証に
平成27年３月31日で有効期限が切れますので、

更新手続きをお願いします。

◎更新期間 3月16日～3月31日まで

◎対 象 者 津別を離れて就学している方

◎必要な物 保険証･印鑑･在学証明書(＊)

◎更新場所 役場国保担当o番窓口

※以下の方も手続きが必要です。

卒業後も国保の方⇒資格変更手続き

社保に加入の方　⇒国保の喪失手続き

（印鑑と保険証を持参してください）

問い合わせ先　

保健福祉課　健康医療グループ 国保担当

†76－2151（内線228・229）

（＊)必要な在学証明書は新年度分となります。4月以降の証

明書が必要となりますので、先に保険証を更新した後、学校

より取り寄せ、国保担当に提出してください。

国民健康保険証を更新します
学 の表示がある方）

※
必
須
要
件
の
60
万
円
に
、
該
当
す
る
加
　
　

算
要
件
を
加
え
た
額
が
、
奨
励
金
額
と

な
り
ま
す
。

※
工
事
着
手
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

◎
中
古
住
宅
購
入
に
対
す
る
奨
励
金
額

●
建
物
の
固
定
資
産
税
課
税
標
準
額
が
、

１
５
０
万
円
以
上
の
中
古
住
宅
を
購
入

し
た
場
合
が
、
奨
励
金
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

※
売
買
後
１
年
以
内
の
申
請
が
必
要
で
す

（
課
税
標
準
額
は
、
固
定
資
産
税
の
納

付
書
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）。

奨励金

住
宅
新
築

◎
新
築
住
宅
に
対
す
る
奨
励
金
額

●
必
須
要
件
　
60
万
円

q
床
面
積
80
g
以
上
、
10
年
以
上
の
定
住

を
確
約

w
住
宅
の
品
質
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第

３
条
に
規
定
す
る
日
本
住
宅
性
能
表
示
　

基
準
及
び
評
価
方
法
基
準
の
「
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
等
級
」
に
示
さ
れ
た
「
等

級
３
」
を
満
た
す
こ
と

●
加
算
要
件

q
申
請
時
に
同
居
す
る
小
学
生
以
下
の
子

供
が
あ
る
場
合
　
　
　
　
　
　
20
万
円

w
町
外
に
２
年
以
上
住
ま
れ
た
方
が
持
ち

家
を
建
設
す
る
場
合
　
　
　
　
20
万
円

e
町
内
の
業
者
に
発
注
す
る
場
合

50
万
円

r
住
宅
性
能
表
示
基
準
、
評
価
方
法
基
準

の
「
高
齢
者
等
配
慮
対
策
等
級
」
に
示

す
「
等
級
３
」
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
基

準
を
満
た
す
場
合
　
　
　
　
　
20
万
円

t
町
内
で
加
工
さ
れ
た
製
材
、
木
材
を
床

面
積
１
g
当
た
り
０
・
１
k
以
上
使
用

し
た
場
合
　
　
　
　
　
　
　
　
30
万
円

平成27年度　申し込みのお知らせ
●
対
象
と
な
る
改
修
工
事
、
区
分
な
ど

q
町
内
建
設
業
者
が
請
負
う
改
修
工
事
で
、

奨
励
金
交
付
決
定
前
に
着
工
し
て
い
な

い
工
事

w
改
修
に
要
す
る
費
用
が
50
万
円
（
消
費

税
額
等
含
む
）
以
上

e
住
宅
の
増
築
、
改
築
、
住
宅
の
耐
久
性

を
高
め
る
た
め
の
改
修
工
事
、
塗
装
、

補
強
、
住
宅
の
居
住
性
を
高
め
る
改
修

工
事
、
環
境
負
荷
低
減
に
資
す
る
改
修

工
事
な
ど

※
詳
し
く
は
下
記
担
当
へ
の
お
問
い
合
わ

せ
、
ま
た
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
な
ど

q
期
　
間

平
成
27
年
３
月
10
日

〜
４
月
10
日

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

w
時
　
間

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

e
場
　
所

建
設
課
住
宅
グ
ル
ー
プ

（
役
場
２
階
中
央
付
近
）

※
受
付
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
受
付
で
き

ま
せ
ん
。

※
一
度
、
住
宅
改
修
奨
励
金
の
交
付
を
受
け

て
い
る
住
宅
は
、申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
事
業
概
要

q
奨
励
金
の
額
は
、
改
修
費
用
の
20
％
で
、

50
万
円
が
限
度
で
す
。

w
建
築
後
10
年
以
上
経
過
し
た
住
宅
の
改

住
宅
改
修

修
工
事
で
、
改
修
後
10
年
以
上
の
定
住

を
確
約
さ
れ
る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

e
予
算
の
範
囲
内
で
の
実
施
の
た
め
、
申

込
者
多
数
の
際
は
抽
選
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

奨
励
金
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

受
付
期
間
内
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

中
古
住
宅

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

建
設
課
　
住
宅
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１

（
内
線
２
５
２
、
２
５
５
）

【

】

北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働

くすべての労働者（臨時、パートタイマー、アルバイ

ト等を含む）に適用される北海道最低賃金は昨年次の

とおり改定されています。

【 最 低 賃 金 額】時間額７４８円
【効力発生年月日】平成26年10月８日

※最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、臨

時に支払われる賃金及び時間外等割増賃金は算入され

ません。

※最低賃金額以上の賃金を支払わない場合は、最低賃金

法違反として処罰されることがあります。

問い合わせ先

労働基準監督署（北見支署）

†0157－23－7406

必ずチェック 最低賃金！ 使用者も、労働者も！

北 海 道 最 低 賃 金

【
意
見
募
集
計
画
】

第
１
期
津
別
町
地
域
福
祉
計
画
・
第
４
期

津
別
町
地
域
福
祉
実
践
計
画
（
案
）

【
意
見
募
集
期
間
】

平
成
27
年
２
月
19
日
（
木
）

〜
平
成
27
年
３
月
20
日
（
金
）

◆

【
意
見
募
集
計
画
】

津
別
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行

動
計
画
（
案
）

【
意
見
募
集
期
間
】

平
成
27
年
２
月
19
日
（
木
）

〜
平
成
27
年
３
月
20
日
（
金
）

◆

【
意
見
募
集
計
画
】

第
４
期
津
別
町
障
が
い
福
祉
計
画
（
案
）

【
意
見
募
集
期
間
】

平
成
27
年
２
月
19
日
（
木
）

〜
平
成
27
年
３
月
20
日
（
金
）

◆

【
意
見
募
集
計
画
】

津
別
町
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
（
案
）

【
意
見
募
集
期
間
】

平
成
27
年
２
月
16
日
（
月
）

〜
平
成
27
年
３
月
17
日
（
火
）

◆

【
意
見
募
集
計
画
】

津
別
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
６
期
　

介
護
保
険
事
業
計
画
（
案
）

【
意
見
募
集
期
間
】

平
成
27
年
２
月
１
日
（
日
）

〜
平
成
27
年
３
月
２
日
（
月
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
を
実
施
し
て
い
ま
す

意見を提出できる方

q町内在住者　w町内勤務者　e町内に事業所を有する法人、その他の団体

計画（素案）の閲覧先

町ホームページ（http://town.tsubetsu.hokkaido.jp/）、役場ロビー、

中央公民館ロビー、さんさん館

意見書記載事項

住所、氏名及びご意見

※意見書の様式は、町ホームページからダウンロードしていただくか、

保健福祉課、中央公民館、さんさん館にも備え付けております。

意見書提出方法

q郵送 wＦＡＸ　eＥメール（町ホームページ参照）r保健福祉課へ持参

※電話では受け付けできません。

※いただいたご意見については、個別に回答いたしません。

いただいたご意見の概要とそれに対する考え方については、公表いたします。

公表させていただく場合は、個人情報に十分配慮いたします。

提出・問い合わせ先

〒092－0292 津別町字幸町41番地　津別町役場　保健福祉課

†（0152）76－2151 ＦＡＸ（0152）76－2976

保
健
福
祉
課
で
進
め
て
い
る
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
計
画
の
中
に
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
現
在
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。



『火災から大切な“いのち”を

守るために、住宅用火災警報器を

設置しましょう』

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

†76－2151 内線 222、223

▼国民年金後納制度で将来の年金額を

増やせます

後納制度は、過去10年間に納め忘れ

た保険料を納付することにより将来の

年金額を増やすことができるものです。

また、年金を受給できなかった方が後

納制度を利用することで年金が受けら

れる場合があります。ぜひ後納制度を

ご利用ください。なお、後納制度が利

用できる期限は平成27年9月30日まで

となっています。お早めに！

▼後納保険料の納付書の｢使用期限｣に

ご注意ください！　

▼お問い合わせはこちらまで

国民年金保険料専用ダイヤル

†0570（011）050

北見年金事務所

†0157（25）9635

後納制度ご存知ですか！

対象者 全町民（３歳以下は無料です）

交付に必要なもの 印鑑（世帯ごとに交付します。

世帯員であればどなたでもけっこうです）

交付場所　３月26日（木）は下記の場所と時間で行います。

３月27日（金）以降は役場福祉担当窓口（12番）で行います。

交付数　大人（中学生以上）、小人（４歳から小学生まで）各５枚交付

問い合わせ先　産業振興課商工観光グループ　†76-2151（内線258）

対象者 q 70歳以上の方（昭和20年４月１日までに生まれた方）

w１級・２級・３級いずれかの身体障がい者手帳をお持ちの方（寝たきり等バス乗車が不可能な方は除きます）

e 療育手帳をお持ちの方（A判定:B判定）

r 精神保健福祉手帳をお持ちの方

t w・e・rのうち、ひとりでバスに乗車できない方の介護者

（wは第１種の方、eは18歳未満又はA判定の方、rは１級の方）

申請に必要なもの　印鑑（代理申請の場合は代理者の印鑑も必要です）

申請場所 ３月26日（木）は下記の場所と時間で行います。

３月27日（金）以降は役場福祉担当窓口（12番）で行います。

問い合わせ先　保健福祉課福祉担当 †76－2151（内線233）

◆ランプの宿 森つべつ町民入浴優待券（全町民）

●バス無料乗車券～北見バス用：開成線、美幌線～
（平成27年度も男女別で色分けし、バス無料乗車券を作成しています）

《平成26年町内火災発生状況》

問い合わせ先

津別消防署　†76－2189｠

火災件数は３件、損害額34,438千円です。

町民一人ひとりが火の取扱いに注意し、火災

のない明るい町にしましょう。

《平成26年救急出動事故種別内訳》

急病 (52.0％）転院搬送等 (21.5％）一般負傷 (16.5％）交通事故 (6.2％）

高齢者（67.4％） 成年（28.4％）少年（2.2％）
中等症（54.1％） 軽症（24.7％）重症（18.3％）

《平成26年救急搬送人員の年齢および傷病程度》

�

『リステリア菌』という食中毒菌をご存知でしょうか？

野菜、肉、魚、乳製品など自然界に広く存在している菌ですが、

欧米では生ハムやナチュラルチーズ、スモークサーモンなどでリス

テリア食中毒が発生しています。

症状としては発熱、頭痛、悪寒、嘔吐、倦怠感、筋肉痛、下痢な

どで個人差があります。特に重症化しやすいのが妊婦の方や、高齢

者の方、免疫機能の低下されている方です。妊娠中の方は胎児や新

生児に感染による影響が出ることがあります。高齢者の方、免疫機

能の低下の方は重症化する可能性が高くなります。

◆

《リステリア菌による食中毒を防ぐには》

・消費期限内に食べきる、開封後は速やかに消費する

・冷凍やチルド室など、より低い温度で保存する

・熱に弱いので食べる前に76℃以上で数分間以上加熱する

・生野菜や果物は食べる前によく洗う

・チーズはナチュラルチーズでなくプロセスチーズにする

・刺身など生ものは避ける　

※食中毒防止のため日々の食事にはご注意ください。

「リステリア」による食中毒に注意してください

厚 生 労 働 省


